事業システム論の管理会計 by 山田 伊知郎


















































































































































































































































































































































65億円、経常利益11億円、 ROA 16.1% と高い利益率を誇っている。銅の表面処理という
分野で90%以上の市場シェア、その中での近年の新しいプラスチック・パッケージ製造用薬剤
の分野でも90%以上のシェアを持っている。


































































の主要価格帯は 3 万 1 千円から 3 万 5 千円である。一方、百貨店の衣料品売り場では販売委
託制の外部ブランド商品で 5万円台から 6 万円台とされている。このような価格でありなが
ら、青山商事の粗利益率は高いのである。青山商事の低価格・高利益を実現する仕組みを主
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副 本段落の内容は、主として加護野 (1999) によった。
町 本節においては、加護野 (1999)、西川 (2000) に多くを負った。
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